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回 開催日 主な協議項目

第3回 6月30日

校名の公募結果
校名候補の決定
校訓選定
校章・校歌選定方法

第4回 12月19日
校章の募集について
校歌の作成依頼について

3月9日 校章デザイン選考会

第5回 3月15日
校章の選定結果
校歌作成依頼

(次回)
第6回

令和6年
夏頃(予定)

完成した校章の確認
校歌作成の進捗状況
校旗の作成方法

令和５年度　総務部会協議報告書

協議内容及び結果

【第３回】
　１．校名の公募結果について、集約した結果に基づき、応募のあった校名や応募者の内訳、応募理由な
　　　どを確認した。
　２．部会としての候補にどの名称がふさわしいかを協議した。
　　　⇒結果、総務部会での校名候補を、「豊中小学校」に決定した。
　３．校訓に関する現在の周辺小学校の状況を説明し、校訓を制定するかどうか、また制定するとすればど
　　　のように選定するかを協議した。
　　　⇒結果的に教育目標という形式で制定している学校も多く、新設小学校の開校にあたり、必要不可欠
　　　　 なものではなく、今後、必要性が生じた段階で協議していくこととし、今この場でどのようにするかを
         協議するものではないという結論に至った。
　４．校章・校歌の選定方法について、公募にするのか、制作者を推薦するのかといった方法の検討した。
　　　⇒予算的な問題もあるかもしれないが、次回の部会までに推薦したい方がいれば、個別に事務局に
　　  　 連絡することに決定した。校章の選定方法については、公募を行う方向で次回の部会で協議する
         ことを確認した。
　　　 また、統合準備会設置規約の総務部会の所掌事務に移転計画と記載があるが、内容的に教育部会
　　　 が適しているということで、教育部会で協議することを確認した。

【第４回】
　１．校章デザインの応募について募集要領の素案を提示し、内容を協議した。
　　　⇒応募資格は制限を設けず、誰でも応募できることとした。選考については、部会の中から選考委員
　　　　 を９名選出し、選考会を開催することとした。
　２．校歌作成者として部会のメンバーから推薦いただいた４名に対し校歌の作成を依頼する優先順位を
　　　協議した。
　　　⇒決まった順番に作詞を依頼し、引き受けてくれた方に正式に作成していただくこととした。また、可
　　　　 能なら作曲も同時に依頼することとした。
      また、校章デザインの選考会とその結果に対する次回の部会を３月に実施することを確認した。
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今後の協議項目（案）

・完成した校章の確認
・校歌の作成状況の確認
・校旗作成の検討

      また、校章デザインの選考会とその結果に対する次回の部会を３月に実施することを確認した。

【選考会】
  ９名の選考委員により、校章デザインの応募作品７５点に対し、１次～３次までの選考を行い、最終的に
　５点の作品を選定し、最優秀候補、優秀候補の作品を決定した。

【第５回】
　１．校章デザイン選考会での選考結果について報告した。その後、部会内で選考結果に対する意見を
　　　聞き、協議して最優秀作品１点と優秀作品４点を決定した。また、最優秀作品の色付けについて協
　　　議した。応募者のコンセプトである常盤色をベースに背景色等を決定した。最終的な色や形の仕上
　　　げ作業は真鍋部長が行うことに決まった。
　２．校歌作成の依頼状況について、優先順位１番の藤岡さんに依頼したところ、引き受けていただくこと
　　　となった。併せて作曲についても引き受けていただくことになった。藤岡さんからは、校歌の歌詞に
      関連したフレーズの提供依頼が事務局にありましたのでまず、部会内で提案があれば受け付けること
　　　を伝えた。
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応募者数 53 受付作品数 75

居住地種別 応募者数 受付作品数

合計 53 75

豊中町内（学校関係者含） 32 44

三豊市内 11 13

香川県内 2 2

香川県外 8 16

年齢別 応募者数 受付作品数

合計 53 75

20歳以下 23 24

20代 2 5

30代 6 8

40代 5 12

50代 6 9

60代 4 8

70代 6 7

80代 1 2

三豊市立豊中小学校（ 仮称） の校章デザイ ン募集結果

応募者数及び受付作品数
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三豊市立豊中小学校（ 仮称） の「 校章デザイ ン」 選考結果 

 

応募作品（ 得票数順）  図案の趣旨 得票数 

最優秀作品(No .5 3 ) 
 

5 人の子ど も （ 5 校） が共に手を 取り 合っ て輪と なり 、

それぞれの歴史や伝統を つなぎながら 育むイ メ ージを シ

ン ボル化し た。 ま た、 皆の頭の上に「 ！」 を 配置し 、 生徒

たちの「 気づき 」 や「 発見」 を 最大化する 意味を 込めて

いる 。 桜の木の下に人が集ま る よ う に、 こ の桜の校章を

も と に「 あ れ手を 繋いでる 絵あ る ら し いよ 」「 よ く 見た

ら ！がついてる ね」 など ついつい意味を 語り たく なる 、

生徒や地域を つなぐ 学校と なる 事を 目指す。 伝統的な雰

囲気＋シ ン プルで時代に対応し 廃れな いデザイ ン にす

る 。 ※常に変わら ない事（ 永久不変） と いう 意味のある

「 常盤色」 で表現。  

８  

 

優秀作品(N o .2 ) 
 

三豊市の木「 桜」 の花の中に、 豊中小学校の略称と なる

「 と ・ 小」 を 入れ込んで、 図案化し てみた。「 小」 は児童

の未来への羽ばたき が連想でき る よ う 、 飛鳥のイ メ ージ

にし ている 。 色使いと し ては、 桜色に水と 緑の郷土を 思

わせる 青と 緑を 組み込んでいる 。 統合する 五つの小学校

ががっ ちり と ス ク ラ ム を 組んで、 協調協力し ていく イ メ

ージだが、 地域の想いに繋がる デザイ ン になる こ と を 祈

っ ている 。  

６  

 

優秀作品(N o .7 2 ) 
 

町花である 芙蓉の 5 枚の花びら を 伝統ある 5 校の小学校の

統合を 表現し た。 ひら がな” と よ ” は柔ら かく 親し みやす

いイ メ ージで子ど も 達が優し く 愛にあふれた人に育っ てほ

し いと いう 願いを込めた。ま た、” と よ ” は豊かな自然の中

で育つぶど う の紫色を 取り 入れた。  

２  
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１ ． 三豊市立豊中小学校（ 仮称） の「 校章デザイ ン 」 選考 

  応募作品７ ５ 点に対し 、選考委員９ 名で３ 月９ 日に選考を 行いま し た。３ 次選考ま で行い、上記５ 点を  

選定し ま し た。 その中で得票数の最も 多かっ た No.5 3 の作品を 最優秀候補と し 、 他４ 点を 優秀候補と  

し ま し た。  

 

２ ． 記念品贈呈 

最優秀作品、 優秀作品の作者には記念品を、 その他の応募者には参加賞を贈呈する 予定です。  

（ 内容、 時期については検討中）  

 

３ ． 公表 

  選定（ 案） を地域協議会、 教育委員会に報告し 、 承認いただければ、 本人の意向を 確認の後、 作品と 作 

者を 公表する 予定です。  

 

４ ． 各作品の補正等 

  公表前に作品の補正及び著作権の調査を 行う 予定です。  

   

   

応募作品 図案の趣旨 得票数 

優秀作品(N o .1 1 ) 
 

花は豊中町の花「 フ ヨ ウ 」 で、 5 校の花弁が統合さ れる

5 校の歴史と 伝統を 表現し 、 それら を 引き 継ぎ、 新たな

豊中小学校(仮称)で「 フ ヨ ウ 」 の様に大倫の花を たく さ ん

咲かせる 小学校にし ても ら いたい。 ま た、 校章デザイ ン

を 左右対称、 背景色を 豊中町の木「 キン モク セイ 」 の花

の色(オレ ン ジ） にする こ と で、「 素直で裏表がなく 、謙虚

かつ繊細で美し い豊かな心」 を も っ た子ど も 達に育っ て

も ら いたいと の願いを 込めたデザイ ン と し て作成し た。  

１  

 

優秀作品(N o .3 4 ) 
 

外部の五角形は合併前の５ 校を 表し ており 、 ５ 校が支え

合っ て１ つの形を つく る こ と で、 立派な豊中小学校を つ

く り あげていっ てほし いと いう 願いを 込めた。 ま た、 五

角形の中にはロ ーマ字でＴ Ｏ Ｙ Ｏ を デザイ ン し 、 現代風

なおし ゃ れでデザイ ン 性を 高めた令和の時代にふさ わし

い校章と なる よ う にし た。 五角形を 正五角形と せず、 あ

え て辺の長さ を 変え、 ダイ ヤモン ド 形にし た。 ダイ ヤの

原石の様に価値があり 、 県内の多く の小学校の中でも キ

ラ リ と 光る 特色ある みんなが通いたく なる 学校になっ て

ほし いと う 思いを 込めてデザイ ン し た。  

 

１  
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回 開催日 主な協議項目

第2回 6月28日
通学路整備に係る交通安全対策
通学路の要望集約確認
通学支援範囲及び手段等

第3回 12月20日
通学支援範囲及び手段等
通学路の検討
危険箇所と安全対策の検討

(次回)
第4回

令和6年
6月(予定)

通学支援範囲及び手段等
通学路の検討・確定
危険箇所と安全対策の検討

令和５年度　通学部会協議報告書

協議内容及び結果

今後の協議項目（案）
・新しい小学校の通学路検討・確定
・危険箇所の集約と安全対策検討・確定
・スクールバス運行経路、駐停車場検討・確定
・スクールバスの運行時間等決定

【第２回】
  １．通学路整備に係る交通安全対策について、建設港湾課より、建設予定地を中心としたエリアを指定し
　　　て重点的に道路整備を行っていくことを説明。積極的に国の補助を活用し早期の県道等の整備を目
　　　指すことで合意した。また、一部のエリアにゾーン３０プラスという規制区域を設けることで、車に対する
　　　注意喚起を促し、徒歩で通学する児童の安全に配慮する方法についても提案・説明を行い、合意し
　　　た。
　２．通学路の要望集約確認について、前回の部会で決定した地域の要望調査の実施結果として、集約し
　　　た内容の説明を行い、現地の確認を行ったことを報告した。今後はエリアの安全点検を行い、結果を
　　　審議することで合意した。
　３．通学支援範囲及び手段等について、通学支援の対象範囲として、前回の通学部会で様々な要望が
　　　出たが、現実的に対応可能な対象児童の数やバスの台数を考慮し、前回の提案どおり新設小学校か
　　　ら半径2ｋｍ以上（三豊市の通学支援の考え方⇒2.5㎞圏外を基本とするが、入り組んだ道や道路の
　　　起伏も考慮し、2㎞圏外を適用している）の児童を対象とすることで合意した。具体的な対象自治会や
　　　停車場などを次回以降の部会で協議していくことを確認した。併せて、危険箇所などでの警察やボラ
　　　ンティアや地域の方々の見守り等の安全対策も充実させていくことを確認した。
      また、こういう部会があり、豊中地区新設小学校の整備に係る協議を進めていることを知らない市民
　　　が多くいると思うので、広く周知してほしいとの意見をいただいた。事務局においても、新しい学校づく
　　　りニュースやＨＰ等を通じて、これまで以上に協議の進捗状況を伝えていくことを確認した。

【第３回】
　　　通学支援範囲、通学路候補、危険箇所と安全対策について、事務局からまとめて説明を行った。内容
　　　について、５つの地区に分かれて、通学路の選定や危険箇所の要望を集約してもらい発表した。
　　　結果、意見がまとまらなかった地区もあったので、足並みを揃えるため、再度４月～５月にＰＴＡ総会で
　　　情報共有して決定するという結論に至った。通学支援については、事務局から素案を提示した実際の
　　　スクールバスの運行において、問題がないか現地確認等を行い、部会の意見も取り入れながら協議を
　　　進めていくことを確認した。
　　　また、次回の開催については、令和６年６月を目途に調整することを確認した。
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【 通学支援の基本的な考え方】  

 統合に伴う 新し い小学校の通学支援については、 三豊市全域において下記の考え方を適用する 。  

  

 【 新し い小学校から 半径 2.5km の円外と なる 児童に対し 、 通学支援策を 講じ る 】  

 

 ただし 、 学校ま での道のり が半径 2.5km 以内であっても 入り 組んでいて距離が長く なったり 、 道路の

起伏が激し い箇所があったり する ため、 半径 2km 以上の児童を対象と する 。  

 通学支援については、 コ ミ ュ ニティ バス も 含めて検討する こ と と し 、 バス での支援と する 。  

 

「 通学支援に対する 考え方」  

１ ． 支援対象は新し い学校から 半径 2km のラ イ ンを超える 児童（ 自治会単位） と する 。  

２ ． 半径 2km ラ イ ン上の自治会については、 内部であっても 対象と 考える 。  

   （ 例）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「 バス を走ら せる 上での原則」  

 １ ． 停留場所は、 道路上で児童が安全に乗り 降り でき る 場所と する 。  

 ２ ． 停留場所は、 原則と し て半径 2km のラ イ ンよ り 外に設置する 。  
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新設小学校から２㎞及び２.５㎞の円と通学対象児童

13区

14区

（桑山14区バス停）
    （13区・14区自治会4名）

大谷

1区

宮池

（マンゴーファーム太陽光前）
　　 （1区・大谷自治会10名）

（宮池自治会場前）
 （宮池自治会4名）
　　　 内学童4名

（セブンイレブン前）
（小路西自治会15名）
　　　 　内学童2名

小路西
原

（原自治会場前）
 （原自治会7名）
　 　内学童4名

井の口

芙蓉台

（井の口自治会場前）
（井の口・石成自治会9名）
　　　　　　　内学童4名

石成

（豊中六ツ松バス停）
 （六ツ松自治会2名）
　　　　 内学童1名

六ツ松

野津午

（七尾公民館前）
（野津午・七尾自治会4名）
　　　　　　　内学童4名

七尾

財田上

財田下

森安

下所

（森安バス停）
（森安自治会9名）
　　　内学童1名

（サンライズ本山前）
　（下所自治会21名）
　　　　 内学童5名

（上高野郵便局付近）
　 （田井自治会2名）

田井

四ツ足東

四ツ足中

四ツ足西

（四ツ足自治会館前）
（四ツ足中・西自治会6名）
　　　　　　　内学童1名

大地

川向井

（県道沿い横田鉄工付近）
    （川向井自治会17名）
　　　　　　 内学童8名

新設小学校

凡例

ゾーン30エリア
（検討中）

建設予定地

半径2.0km

半径2.5km

通学支援対象
自治会（案）

（財田公民館前）
（財田上自治会10名）

天神

（三又路付近）
（大地自治会8名）
　　　内学童6名

整備地区エリア
（検討中）
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